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追跡調査

　

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
田
植
え
も
一

段
落
し
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

新
入
生
も
２
カ
月
余
り
が
経
ち
学

校
生
活
に
慣
れ
楽
し
い
時
間
を
送

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
通
学

に
は
十
分
注
意
し
、
学
業
に
励
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
城
里
町
も
新
年
度
に
入

り
総
額
約
１
６
８
億
の
予
算
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
予
算
執

行
に
当
た
っ
て
職
員
に
は
、
町
の

将
来
を
見
据
え
、
切
り
詰
め
る
と

こ
ろ
は
切
り
詰
め
、
町
民
生
活
の

た
め
、
町
発
展
の
た
め
に
遅
滞
な

く
業
務
を
進
行
し
て
く
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
広
報
委
員
会
も
メ
ン
バ

ー
が
替
わ
り
ま
し
た
。
更
に
読
み

や
す
く
な
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
委
員
一
同
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。阿久
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされ
たのか追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

研究していきたい

子ども医療費について
（平成28年３月）

県制度で定めた所得制限を撤廃

限られた財源の中で、順次子育て支援策を拡
充していくが、この件は研究していきたい。

医療福祉支給制度で中学生までの無料化を実
施しているが、一医療機関２回まで600円の窓
口負担が必要。完全無料化が必要ではないか。

平成30年10月より、茨城県の制度改正により
医療福祉費支給制度の対象者が高校生以下ま
で拡大となる。
また、城里町では独自に、県制度で定めた所
得制限を撤廃しており、すべての高校生以下
が外来・入院とも医療福祉費支給制度の対象
となる。月２回まで600円の窓口負担額の完全
無料化については、ほかの子育て支援策とあ
わせて引き続き検討をしていきたい。

今後検討したい。

町営住宅について
（平成27年６月）

役場において書類等のチェックを
する

茨城県住宅管理センターに委託しているので、
すぐに変えることはできないが意見があった
ことを受け止め今後検討したい。

町営住宅に関する話を水戸にある管理センタ
ーまで向かうのは不合理。町担当課で受付け
るべき。

入居の受付については、都市建設課に来てい
ただければ、今後の流れや入居申し込みに必
要な書類について説明をし、最終的には、茨
城県住宅管理センターを入れた３者で城里町
役場において書類等のチェックをすることに
なる。水戸市まで直接出向いていただくこと
はないと思う。


